平成１８年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第２回理事会　議事録

日　時　平成１８年６月３日（土）　９：３０～１６：００
場　所　関東／長野　軽井沢プリンスホテル
出席者　米森（石川）、齋藤（秋田）上柿（奈良）、松下（愛媛）
　　　　　　　吉岡（東京）、齊藤（青森）、鈴木（千葉）、伊藤（三重）

苅谷（岐阜）、益田（山口）、玉城（沖縄）
媚山（北海道）、大井（滋賀）
オブザーバー　鋼構造出版（田中）
議事録作成　苅谷（岐阜）

（司会進行）　米森会長

1.開　　　会
　2.出席者の確認
　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　米森武夫
今回が総会後、実質第１回の理事会となりますがこれからの２年間で活動していきたい内容や理事会の方向性、予算の内訳や親会との兼ね合いについて細部にわたって説明致しますので理事の皆さんと意見を交わしながら進めて行きたいと思います。また、親会に予算要求して認められた事業についての役割分担も今回の理事会において審議決定したいと思います。６期の上野会長から実務的な活動をする青年部会に方向性が変わり、前期の近藤会長によってさらに前向きに推進されました。前任者の良いところを引き継いでさらに新しい考えを取り入れてより良い活動を行っていきますのでご協力のほど宜しく御願い致します。
4.協 議 事 項　

＊協議事項については理事全員によって承認された。

１）親会に提案し了解を得た活動内容の確認と報告
前期の近藤会長と共に親会に予算要求し認められた事業は以下の通りです。
・「工作しやすい鉄骨設計」をテキストとし設計者向け講習会を開催したい。第3版出版を出版社に要望し作成協力したい。
より良い製品を作るための提案としてＰＲを行う。
・ＦＡＢ業界主導型の特記仕様書を作成し設計事務所に配布したい。
（合成床版や露出柱脚の業界ではすでに作成し利用されている）

・設計者向けの溶接体験、錆止め下地処理の体験実習の企画。
設計されたものが実際に溶接可能かを理解してもらい今後の設計に生かしてもらう。
同時に錆止め下地処理（２種ケレン）の体験により処理の程度を理解してもらう。

・教育用溶接欠陥サンプルの購入

上記体験講習会に併せて溶接欠陥サンプルによって実際の製品と溶接概観の良し悪しを比較し溶接部の管理に役立てる。
（溶接欠陥サンプルは親会にて購入。保管、管理は青年部にて行う予定）

以下、青年部活動案（一部継続事業）
・契約適正化を目指し、福岡県建築鉄骨協議会を参考に実務者レベルでの大学教授

行政、ＧＣとの継続的な交流の推進を模索する。
・若手行政担当者との交流会（継続）
・見積もり条件書の利用促進の側面支援（継続）
・各県青年部会の親会との関係、位置づけなど現状況の確認。
・全国より情報収集した不具合事例をジャーナルに“不具合設計問答”として連載。
・大切な人命を守る・救うためと安全意識の高揚に応急手当の講習会を開催。
・献血推進（継続）
・露出柱脚業界と共に中小鉄骨造の需要拡大計画の推進
· ＨＰを利用した在庫情報の共有化（鋼材・塗料など）
· 理事は地元でのコミュニケーションを確実にとり、地元会員の意見を理事会に伝える事。また、理事会での決定事項および方向性や他地域の活動状況等を地元会員に報告すること。
（情報伝達、情報収集の徹底）
　２）今年度予算の確認

・総会費を５万円増額し７０万円とし、全国会長会議の充実をはかる（資料作成費等）
・研修事業費を倍額とし適正な講師の謝礼、交通費、宿泊費とし研修事業のレベルアップをはかる。
・全国理事会の交通費は東京開催＋次期全国大会該当地での開催(どちらも安価なビジネスパックを利用)を基本とし算出。東京以外で理事会を開催することもあるが、超越した金額は自己負担でお願いしたい。(全理事承諾) 
・全国大会（総会）時の理事会交通費は各理事の負担とする。(従来通り)
・ブロック研修事業出向理事の旅費については従来通りに支給する。宿泊費と懇親会参加費については当該ブロックへの負担減を考慮し理事参加費として３万円を青年部会本部より持参する。
・ＨＰの運営管理費は約２０万円を見込む。（維持管理の再契約及び更新費）
・印刷・通信・雑費については過去４年間の決算書を元に算出し包括した。
３）全国理事会の方針について

・年７回開催のうち総会時に第１回理事会を開催する。また第７回理事会は総会前の資料最終確認および準備作業のため三役の他、担当理事にて会議を開催する。
・理事は前日に集まり情報交換を兼ねた食事会に出席する事を基本とする。
（３千円程度の自己負担はお願いする）
・理事会当日の昼食費は全額支給する。（千円程度）

・理事間の交流を深めながら決められた予算内で有効活用する。
・理事会は終日開催を予定。午前９時～午後５時（今後の開催において検討をする）
・会議開始前に業界紙や親会資料に目を通し情報の共有化を行う。
・理事会会場費は公共の施設利用を基本とし予算計上した。
・東京会場は港区の東京都立産業貿易センター（浜松町館）を利用予定
東京都港区海岸１－７－８

TEL　03(3434)4242  FAX 03(3434)4648

・大阪会場は大阪府産業基盤整備協会（大阪府商工会館）を利用予定

大阪市中央区南本町４丁目３番６号
TEL　06-6271-0031　FAX 06-6271-0036
・各地区の事業･活動報告の報告方法は工数WGと総務にて再検討する。
・理事会前後に各ＷＧによる打ち合わせを行う。
・「和を以て貴しと為す」の理念をもとに円滑に活動が行われるよう皆で協力する。
４）理事会予定日の確認

平成１８年度

第３回８月２６日（関東BC／千葉／千葉京成ホテル又はポートプラザ千葉）

第４回１０月１４日（近畿BC／京都）

第５回１２月９日（北海道BC／札幌）

第６回２月１７日（九州BC／沖縄）

第７回３月２４日（関東BC／東京）予備日とし場合によっては３役会とする
平成１９年度
第１回５月１８日（北海道BC／札幌）第１６回全国大会を兼ねる

第２回６月２日（北陸BC／金沢）＊日程変更の可能性あり
第３回８月４日（東北BC／青森）
第４回１０月頃　＊日程は未定、親会の全国大会に合わす
第５回１２月８日（中国BC／岡山又は広島）
第６回２月１６日（中部BC／名古屋）
第７回３月２２日（関東BC／東京）予備日とし場合によっては３役会とする
理事会を各地にて行うのは全国理事と各地会員とのコミュニケーションが図れること。また、理事会時は地元会員との交流を深めるためオブザーバーでの参加も考慮出来ることなど。(その場合は会場キャパの都合上、早めの連絡が必要)
５）各役割分担の確認

米森会長　　　　　総括

①設計交流ＷＧ

松下副会長　　　　設計交流ＷＧの総括
山崎理事　　　　　鉄骨需要拡大計画推進
鈴木理事　　　　　業界紙に不具合設計問答掲載
吉岡理事　　　　　工作しやすい鉄骨設計図書の講習会
・ＪＳＣＡ関東（窓口＝山辺支部長）との懇談を行う。

先方より専門職の技術･知識の勉強会及び、若手設計者の育成の勉強会を希望。
地道に地元設計者との交流を推進する。

・全国より情報収集した不具合事例の中より掲載可能な例を選ぶ。

（窓口＝ジャーナル湯田さん又は田中さん）

ファブのわがまま事例も掲載してはどうか？（良くない例として）
・工作しやすい鉄骨設計図書の講習会の講師については親会にて腹案有り。
　全国展開の方法を検討する。時期は第3版出版後がベスト。
②工数管理ＷＧ

上柿副会長　　　　工数管理ＷＧの総括、理事会においての議事進行
大井監事　　　　　ＨＰを利用した在庫情報の共有化
伊藤理事　　　　　ＦＡＢ業界主導の特記仕様書の作成
齊藤（拓）理事　　溶接体験実習

・最初は出来るところから在庫状況を共有化する。

「在庫有ります」の情報のみ配信で金額は当事者同士で決める。

　　・業界主導型特記仕様書の内容を確認･検討する。
　　　近畿ＪＳＣＡにて設計者向け仕様書の作成実績あり。
　　　岐阜県の親会にて仕様書は作成している（下記サイトにてダウンロード可能）

　　　http://www.gifu-tekkou.jp/index.htm
　　　構造設計者はＦＡＢ主導の仕様書には全てが記入されていないとクレーム有り。
　・どのような形式で溶接体験実習が出来るのか検討を行う。

　　設計者の溶接に関する疑問に対しての回答など
　　福島･岐阜･北陸等各地で体験実習の開催実績あり。(ジャーナル記事有り)
③行政及び対外交流ＷＧ
齋藤（靖）副会長　行政及び対外交流ＷＧの総括、献血推進
玉城理事　　　　　産官学連絡協議会の模索
益田理事　　　　　親会との位置づけ調査
媚山監事　　　　　過去の理事経験者の名簿整理
・福岡県の事業が全国展開可能かを確認する。
・前任者の板垣さんより行政との資料を頂く。

・位置づけ調査は基本となる書式を作成し、各都道府県に記入してもらう。

直接会ったときに確認を行うのが良い。

・ＯＢ会の名簿作成はどこまでの方を対象とするのか？

・設立当初よりのＯＢ会はあるらしいが６期以降は途絶えている。
まずは名簿を作成しその後再検討を行う。
④総務

苅谷理事　　　　　ホームページの改良及び維持管理、書記（理事会議事録作成）
・工数管理ＷＧと関係があるのでお互いに協力しあう。
・時代の流れに併せてホームページリニューアル（ブログ化）の報告

　　現状の問題点

・更新は２月に１回のみ（業者まかせ）

そのためホームページ閲覧者が少ない（結果報告しか更新されない為か？）

・掲示板が荒らされている（セキュリティが弱い）

要望案

・会員の方に情報を早く伝えたい。

・管理は簡単にしたいが出来るだけ更新はしたい。

・写真や動画のアップロードも行いたい。

ブログ化したホームページのメリット

・更新が簡単（メール操作程度の知識で管理可能）で写真、動画のアップロードや
携帯電話からの更新も可能

・複数の管理者を置くことが可能で各ブロック理事が直接更新できる。
・投稿した記事に対してのコメントの投稿が可能。
・初期導入費用は掛かるが４年間の合計で比較した場合従来のホームページとブログ化した場合はほぼ同額となる。

　見積り業者は岐阜のホームページ作成業者（有）ちらし屋ドットコム

・ブログ導入の場合初期導入費が今年度予算に計上されていないため次年度予算と合わせて２年に跨いで分割支払いにする。（業者に電話にて了解済み）

・納期は作成依頼後１ヶ月程度。
・現状の契約内容の確認。
現在の契約先ファーストサポート（更新依頼先）、ファーストサーバに確認をとる。
ファーストサポートにはメールと電話にて確認済み

吉岡会計理事よりファーストサーバの請求書をいただいた。
現状のホームページについての更新は行わない予定。
６）メーリングリストの活用

・事業内容の増加に伴い理事会の補助として電子メールを活用した連絡、報告、相談を推進する。
・メーリングリスト（JSFA-08）に送信すると第８期理事全員に配信されます。

・過去４年間、メールでのバーチャル会議を開催してきたがそれに対して返事がない場合、進行に支障をきたすので必ず返信をするように心がける事。
緊急のメールの場合は携帯のメールも併用し連絡する。
・今までの理事間におけるメールのやりとり、より快適に作業するために下記の方法を参考にする。
メールソフトのCC(カーボン・コピー)やBcc(ブラインド・カーボン・コピー)の使い方

（Ｃｔｒｌキーを押しながらクリックでサイトが表示されます）

http://121ware.com/qasearch/1007/app/nec.jsp?002150
Outlook Expressで受信メールを自動的に分類する方法

（Ｃｔｒｌキーを押しながらクリックでサイトが表示されます）

http://121ware.com/qasearch/1007/app/nec.jsp?002754
７）ＪＳＣＡ総会出席者の確認
出席可能な理事は米森会長まで連絡をする。（予定は 米森･吉岡）
　　日時　　平成１８年６月７日（水）
記念講演　午後２時４５分
懇親会　　午後６時
８）全国理事の名刺作成について

　　理事の青年部会用名刺の電子データを購入し各自にて会社の名刺の裏面に印刷を行う。
９）補助事業出向理事（案）

北海道ＢＣ（１０月）　鈴木理事

東北ＢＣ（８月）　大井監事

関東ＢＣ（２月）　伊藤理事

北陸ＢＣ（１月末）　松下副会長

中部ＢＣ（１０又は１１月）　玉城理事

近畿ＢＣ（２月）　益田理事

中国ＢＣ（３月）　齋藤副会長

四国ＢＣ（１０月）　齊藤理事

九州ＢＣ（１１月）　苅谷理事

· 開催日程は案のため予定が合わない場合は再度検討をする。
· 出向理事は青年部理事会での方向性や活動内容を当地にて説明する。また各地の意見や要望なども聞き取る。
· 研修事業が適正に行われているかの確認も含める。
１０）ブロック研修事業の報告　　：東北ブロック齊藤（拓）理事より報告
・東北ＢＣ第１５回東北サミット

開催日時　平成１８年　８月　５日（土）１４：００～

開催場所　青森県西津軽郡鯵ヶ沢町『鯵ヶ沢プリンスホテル』

テーマ　　コンプライアンス遵守に関する研修会

　・東北ブロックより研修会助成金申請書の提出を行われ開催趣旨が説明された。
・１０、１１月開催予定のブロックも次回理事会までには助成金申請書・案内等を提出すること。なお提出書類は以下とする。
開催前に提出「助成金申請書・当日の案内・進行表」

開催後に提出「研修資料・議事録・会計報告書」

１１）全国大会（北海道）大会の現状報告　　：北海道ブロック媚山監事より報告

　・平成１８年度　第１６回　全国大会（札幌大会）

      大会スローガン　　未定

開催日　　　　　　平成１９年５月１８日（金）

会　場　　　　　　札幌パークホテル

ＴＥＬ　　　　　　０１１－５１１－３１３１
　　　　参加予定員数　　　２５０名
　　　　主　催　　　　　　全国鐵構工業協会青年部会
　　　　主　管　　　　　　北海道ＦＡＢ青年部

　　　　後　援　　　　　　社団法人　北海道機械工業会鉄骨部会

　　　　統括責任者　　　　中村　登喜夫（ブロック長）

　　　　実行委員長　　　　渡辺　一令
実行委員長の下に総務・会計委員会、事業委員会、企画委員会、広報委員会
　　・実施までのスケジュール、大会当日のスケジュール及び各委員会の役割について説明が行われた。

　　・大会翌日の１９日（土）にゴルフコンペを企画

5.各地ブロック活動報告　　
　・各地区の活動報告は従来通りの報告形式を継続すべきかどうか検討する。
各県との交流や情報共有を保つために必要な方法とは。
・次回理事会までに所定の書式を作成し各県に活動報告の確認を行いまとめて報告を行
う。
今回は市況のみ口頭にて報告

北海道ＢＣ　媚山監事より報告

　　　・Ｈグレードの場合９月頃までＭ・Ｒグレードの場合７月末までの受注がある。

東北ＢＣ　齊藤（拓）理事より報告

・地元では仕事量が少ないため大手ＦＡＢは関東の仕事が多い。地元では官公庁物件も出始めてきている。（秋以降の予想）全体的に仕事量は少ない。
関東ＢＣ　鈴木理事より報告

・Ｈグレードの場合３～４ヶ月先までの仕事は確保されている。１０００～２０００トンの大型物件が多い。現在の稼働率１００％だが秋以降はさらに増える見込み。近場の物件が多いため夜遅くまで稼動して納期に対応している。Ｒグレードは１．５ヶ月先までの仕事の確保されており、物件数が多く忙しい状態。
・地区により仕事量の差がある。山梨、長野は県内の仕事量が少ないため他地区の仕事を手掛けている。

　北陸ＢＣ　米森会長より報告
・地元は大きな物件の仕事量が少ない。

・大手ＦＡＢは関東物件を手掛けているが秋口の仕事量は少ないが年末以降の引き合いが増えており期待している。

中部ＢＣ　伊藤理事より報告

　　・１０００トン以上の大型物件の仕事が多い。連休後から仕事量は回復してきており単価も上がってきている。指値が厳しい物件もあるが受注するＦＡＢもないため最終的には単価を上げて受注している。安値物件は相手と交渉を重ね安値受注はしない。
近畿ＢＣ　大井監事より報告
　　　・仕事量はそれなりに確保されているが大型物件は商社が介入し受注していく。

　　　・秋口からは仕事量の増加が見込まれる。
中国ＢＣ　益田理事より報告

　　　・山陽側大手のファブは他地区の仕事を受注しているため年内の仕事は確保して

いる。地元業者対応のファブは手持ち量２～３ヶ月程度。
　　四国ＢＣ　松下副会長より報告
　　　・瀬戸内海側の地区の仕事量が多いが太平洋側は小規模物件が多く仕事量は少ない。
　　　・大手製紙工場の設備投資が盛んだが単価的には厳しい。
九州ＢＣ　玉城理事より報告
・県によって仕事量のばらつきが多い。
・仕事の少ないファブは商社に依存している。
・沖縄でも大型物件は九州のファブが受注している。
その他
・鋼材単価に開きがある。北海道、九州地区が高い。
・建て方込みの単価では柱がＨかコラムかにより異なるので加工単価が把握しにくい。

・関東地区はＧＣに承認をもらい韓国材を使用している場合もある。
6.会計より報告事項
・会費の納入締め切りは６月末だが６月１日現在の入金状況は６県のみ。
総会が終わられた県については速やかに会費を入金するように各理事より連絡を行う。

・全構協よりの助成金は４月２５日に入金済み。
7.全構協青年部会の略称の検討
・呼び方を次回理事会までに検討

8.救急救命講習概略デモ（講師　米森会長）
· 心臓マッサージ、人工呼吸、ＡＥＤ（除細動器）の説明とダミーモデルを使用したデモを行った。

・ 救急車が到達する平均時間は約５～６分だが時間が経つと急激に生存率が低くなる。
· 最近のＡＥＤはコンピューター制御されているので簡単に使用でき効率が高い。
· 意識がなく心停止の場合はまず心臓マッサージを施し脳に血液を送ることを優先する。
· やけどの場合体表面積の２～３割以上で重傷と判断し救急車を要請する。

· ヤケドの受傷面積の判断は体表面積を１１分割し合計面積で判断する。

・ 大出血等で体内血液の３０％が短時間で出血すると生命に危険が発生する。
 （成人男子は体重の８％が保有血液量 75kgの場合は 6ﾘｯﾄﾙ） などなど
・ 安全に対する意識の高揚のため上記内容に関して各地区での講習を推進したい。

（連絡先　各地の赤十字）
9.閉　　　会

　※　次回開催地

第３回理事会
平成１８年８月２６日（土）午前９：００～

関東／千葉（千葉京成ホテル又はポートプラザ千葉）
＊会場が決定しだい後日連絡とする
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